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当社取締役会の実効性に関する評価結果の概要について 

 

当社取締役会は、より充実したコーポレートガバナンス体制の構築と中長期的な企業価値向上を目

指すため、株式会社東京証券取引所が定める「コーポレートガバナンス・コード」に基づき、取締役

会の実効性に関する評価を実施いたしましたので、その結果の概要について、下記のとおりお知らせ

いたします。 

記 

１．評価方法 

【対 象 者】全取締役（監査等委員である取締役を含む） 

【実施方法】アンケート調査（回答は無記名方式） 

【質問内容】ＣＧコードにかかる下記６項目・全35問 

Ⅰ： 取締役会の構成等に関する実効性（４問） 

Ⅱ： 取締役会における議論・検討の実効性（10問） 

Ⅲ： 取締役会における監督機能の実効性（10問） 

Ⅳ： リーダーシップの実効性（５問） 

Ⅴ： 環境整備状況の実効性（３問） 

Ⅵ： 株主・ステークホルダーへの対応の実効性（３問） 

【評価方法】全取締役が取締役会評価に関する質問票に回答し、その回答の集計結果に基づき、

取締役会において分析・評価 

 

２．評価結果の概要 

上記による調査の結果、総じて肯定的な評価が多く、特に取締役会における議論・検討の実効性

および取締役会における監督機能の実効性ならびに環境整備状況の実行性については、肯定的な評

価が高い割合を占めており、当社取締役会は概ね適切に機能しており、取締役会の実効性は確保さ

れていることを確認いたしました。また、前回調査における課題であった行動準則の策定および理

解・浸透については新たな企業理念の策定および浸透活動により肯定的な評価へとなったほか、取

締役の員数規模や承認事項のフォローアップなど複数の課題に対する評価も改善しております。 

一方で、代表取締役の後継者計画についての議論、サステナビリティの基本方針策定およびその

取り組み、多様性確保に向けた人財育成方針および社内環境整備方針の策定などについては、改善

には至らず、引き続き取締役会実効性のさらなる向上を図るための課題であることを確認いたしま

した。 

 

３．今後の対応 

当社取締役会は、抽出された課題について管掌部門および対応方針の明確化を図るとともに、取締役

会をはじめとする重要会議における議論の質の向上に継続的に取り組んでまいります。 

これにより、取締役会の実効性のさらなる向上を図り、コーポレートガバナンスの強化と企業価

値の持続的向上につなげてまいります。 

以 上 


